
ＳＴＴ大会へのボランティア 

伊奈さいたま会には、「さいたま市視覚障害者福祉協会」からＳＴＴの際に協力をお願い

したいという依頼があった。前から協力していた藤さんから協力依頼の内容そしてボラン

ティアの内容について説明を受けた。また、５月１５日(水)には伊奈さいたま会の理事会に

福祉協会の山崎副会長にお出で戴いて、出席した伊奈さいたま会の理事の皆様にＳＴＴの

内容と詳細なボランティア活動の内容について説明を受けた。さらに、ＳＴＴ大会を前に

して６月１４日(金)には大原の埼玉県障害者交流センターのホールを使ってＳＴＴ大会で

のボランティア活動の講習会を開催することにして、そこにも講師として福祉協会の山崎

副会長にご出席して戴き詳細な説明をして頂くことになった。このような準備を行って、

いよいよＳＴＴ大会に臨みました。伊奈さいたま会には、藤さんを除いてどなたも経験者

はなく、どなたもみんな初めての経験になったのではないかと考える。また、今回はさい

たま市の大会でここで、勝負の結果１位から６位までの方は次の大会(関東大会)出場される

ことになり、ここでもボランティア活動が必要になると聞いています。そこで今回得られ

た経験及びその準備にあたった事柄を詳細にまとめておくことで今後この種の活動を進め

るための大いなる参考になるものと思ってここに掲載することにした。 

 

 このＳＴＴ大会に先立って、伊奈さいたま会ではＳＴＴ大会で選手個人に対 

するボランティアを十分に行うための講習会が開催された。その際の開催通知

を次に掲載することにする。 

 

   【 開催通知のコピー 】 

平成２５年５月１９日 

伊奈さいたま会会員の皆様へ 

                   伊奈さいたま会会長 樋口 勝彦 

                   同 会社会活動部長 呰上 一三 

 

   視覚障害者のボランティアを行うにあたっての講習会の開催について 

 

 標記について、ＮＰＯ法人さいたま市視覚障害者福祉協会主催の卓球大会 

(ＳＴＴ交流大会)において、選手個人のボランティアを行うにあたって、事前に

視覚障害者福祉の基本的な考え方及びボランティアを行うにあたっての心構え

などにつき、下記のとおり講習会を開催しますので、卓球大会においてボラン

ティアをなさる方を初め、今後同種の大会にボランティアとして参加する希望

をお持ちの方は、是非参加して戴きたいと思います。 

 



記 

 

1 開催日時 平成２５年６月１４日(金曜日)  午後１時～午後４時 

2 開催場所 埼玉県障害者交流センタ－１階ホ－ル 

3 講  師 NPO 法人さいたま市視覚障害者福祉協会副理事長山崎道子氏 

4  参加通知 参加者は、６月３日(月)までに荒井まで通知願います。 

5 そ の 他 当日は、卓球台を 1 台借りて視覚障害者のボランティアとして 

       具体的にどういうことを行うのかを実演しますので、参加者は、 

運動しやすい服装と運動靴で出席ください。 

以上 

このボランティア(ボールパーソン）講習会に使われた資料は次の通りです。 

ボランティア講習会（ボールパーソン）     日本視覚障害者卓球連盟 

                           2012/09/01・02 

◆ボールパーソンの役割は、誘導とボール拾いです。 

 招集所(1)→競技会場(2～7)→廊下あるいは招集所(8)  

※（）内の番号は、下記内容の番号 

        ＜注意＞  ☆動きやすい洋服・シューズでお願いします。  

                  ☆音の出るものをポケットに持たないようにする。 

                  ☆試合中は、出来るだけ卓球台や選手から離れる。 

 ◆内容 

１．招集所に選手を迎えに行く 

 ア選手の名前を確認し自分の名前を名乗り、右肘や肩を持ってもらい誘導に入る。 

 イアイマスクなし（ＳＴＴ：Ｂ）の選手については、肘や肩を持たないこともある。 

 ウ選手の中で男性二人の盲導犬ユウザーが会場内に盲導犬を入れます。その配置場 

  所については主審の指示を聞いてください。 

2．競技会場まで誘導し、審判【主審】の所で試合前の点検を受ける(傍で待機する) 

3．その後、それぞれのエンドに誘導し、エンドの中央（突起物）を伝え、ボール 

パーソンの位置につく（＊選手の左斜め後ろ） 

4．落ちたボールは二つ以上持たないようにし、審判(副審)側のﾈｯﾄ下にある篭に戻す 

 ア審判(主審)が、ポイントを告げ終わってから次のプレーが掛かる前の短い時間に戻す 

   コール⇒「ポイント〇〇(選手の名前）△対▲」→「プレー」と言うまでの間 

 イ主審及び副審の足元のボールは、ﾎﾞｰﾙﾊﾟｰｿﾝが取りに行かず審判の判断に委ねる 

 ウ選手の足元に落ちたボールは、「足元にボールがあります」と声をかけてから拾う 

 エ卓球台上、卓球台の下に入り込んだボールは触れない 

5．１ゲームが終わり次第、主審のコールを聞いてから反対側のエンドに誘導する 

   コール⇒「ゲームトウ〇〇(選手の名前）」「ﾁｪﾝｼﾞｴﾝﾄﾞしてください」と言った後 



 ア選手に肘を持ってもらい右方向に進み、卓球台側をﾎﾟｰﾙﾊﾟｰｿﾝが歩くようにする 

 イ最初と同じくエンドの中央(突起物)を伝え、その後ﾎﾟｰﾙﾊﾟｰｿﾝの定位置に戻る 

6．試合が３ゲーム、又は５ゲームに入った時、どちらかの選手が５ポイントを先取 

したら反対側のエンドに誘導する 

7．試合終了の審判(主審）のコールを聞いてから、篭にタオル等の忘れ物がないかを 

確認し、選手を会場外の廊下あるいは招集所まで誘導する。 

   コール⇒「ゲーム アンド マッチ トウ〇〇(選手の名前）」これで試合は終了 

8．その後、招集所にて、次の試合のポールパーソンに試合が終了したことを伝え、 

引き継ぐ 
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ボランティア（ボールパーソン）講習会に出場された皆様の雄姿を 

 

山崎様を囲んで講習会にご出席の皆様１０人 

 

 

 



【 ＳＴＴ大会 】 

主催 ＮＰＯ法人 さいたま市視覚障害者福祉協会 

第 9 回 ＳＴＴ大会 

（目 的） ＳＴＴ（サウンドテーブルテニス）を愛好する者が、競技を通じ 

     日頃の練習の成果を競うと共に参加者相互の親睦を図り、視覚障害 

     者の社会参加ならびにＳＴＴの振興に寄与する。 

 

（主 催） ＮＰＯ法人 さいたま市視覚障害者福祉協会 

 

（後 援） さいたま市・さいたま市議会 

 

（協 力） 埼玉県障害者卓球協会・各ボランティア 

 

（協 賛） 池野通建株式会社」・株式会社ヤクルト 

 

（日 時） 平成２５年６月３０日（日） 午前９時～午後４時（予定） 

 

（会 場） 埼玉県障害者交流センター さいたま市浦和区大原 3-10-1 

      ℡ 048-834-2222 

 

（対 象） ＮＰＯ法人 さいたま市視覚障害者福祉協会会員 

 

（種 目） 個人戦 （男・女） 

      但し、今大会においては｢アイマスクなし｣も加える。 

 

（表 彰） １位から５位まで表彰する。アイマスクなしは３位までとする。 

      また、入賞した者は１月開催の「関東ブロックＳＴＴさいたま市 

      大会」の出場資格が得られる（アイマスクありに限る） 

 

 ※１．ルールは、ＪＡＴＶＩ「サウンドテーブルテニス・ルール」（2011 年度版）を使用 

  ２．アイマスクとゼッケンは各自用意する。 

  ３．今大会は「服装緩和申請書」を用いない。 

（但し選手は運動に適した洋服、シューズを用意すること。） 

 

 



 

個人戦 

タイムテーブルで１コートＡ・Ｂ・Ｃ、２コートＡ・Ｂ・Ｃに分かれてリーグ戦が行 

われて、さらに決勝トーナメントが行われました。 

最終的には、Ａブロックの勝者山崎道子様とＢブロックの勝者宮沢則子様が対戦して、

山崎道子様が１位、宮沢則子が２位になったほか、３・４位、５・６位が決定されまし

た。 

 

                  （記、写真；A、講習会写真；Ｈ） 

 

 

 

  

 

 

優勝した山崎道子様を中心にして、ボールパーソンを行った 

「伊奈さいたま会」のメンバー７人です。 

 


